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 ラインマーカー車に乾燥促進液散布装置を装着し、液体状と粉末状の特殊硬化液

（ハードラインアクア＃21 MD工法）を水性型路面標示塗料と一緒に散布する事で、

乾燥を促進し早期交通解放をすることができる。

超乾燥工法【ハードラインアクア＃21 マッハドライ工法】

方法

はじめに

 本工事は、直江津国道維持出張所管内の摩耗による視認性が悪くなった区画線を塗り

替える工事である。

今回の施工区間は、住宅街や商業施設の乗り入れ口が多いこと、また国道18号バイパ

スといった交通量の多い場所であり、施工後の早期乾燥と素早い交通解放が課題となっ

た。

テーマ番号 ①新技術・DX

概要

 従来、水性型路面標示塗料を用いて施工を行うと、塗料が乾燥し交通解放が出来るよ

うになるのに、10分から20分程度かかり、ラバーコーンや石粉を散布し養生を行って

いるが、この方法だと専任の作業員が必要な上、住宅街や商業施設だと乗り入れ口が多

い為、作業が困難である。

区画線塗替え作業時の乾燥時間短縮について



 例年、水性型路面標示塗料の乾燥前に一般車等に踏まれてしまう恐れがある為、この

技術を活用し、安全に公衆災害を防止した作業ができるものと考える。

考察及びまとめ

 乾燥促進装置を使用することで、養生時間が2分程度と縮小することができた。これ

によって住宅街や商業施設の乗り入れ口や交通量の多いバイパスでの作業で乾燥前に一

般車に踏まれることもなく、路面をきれいに保ち、出来ばえもよく施工できた。

また、施工後に養生をする為の作業員が削減できたことにより、人件費削減もすること

ができた。

施工直後の塗料の乾燥確認

結果


